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1.�Windowsにおける
64bitアプリケーション

　ここ数年で 64bit 端末の普及が急速に
進み、Windows7 以降販売されている
端末は、32bit よりも 64bit が多くなっ
てきている。ビジネスにおいても、
64bit 端末を導入している企業も増えて
きており、社内端末の導入の際には
32bit/64bit の選択に悩む場面に遭遇し
ないとも限らない。
　Windows の 32bit/64bit の選択にお
いて、検討や決断の大きなカギは端末自
体のスペックだけでなく、その端末で利
用したいアプリケーションが 64bit 環境
に対応しているかが重要になってくる。
　現在、Windows で使われているアプ
リケーションはまだ 32bit アプリケー
ションが圧倒的に多いが、かつて 16bit
が主流であった Windows が現在では
32bit が主流になっているように、64bit
も近い将来、Windows の標準環境とな
ると予想される。
　そうした背景もあり、本稿では今回、

Delphi/400 での 64bit アプリケーショ
ン開発について紹介したいと考えた。
　具体的には、64bit 環境の特徴から、
64bit アプリケーション開発や開発環境
のポイントを順に説明する。

1-1. 32bit/64bit環境の違い
　Windows の 64bit 環境と 32bit 環境
では何が違うのだろうか。
　bit「ビット」とは、コンピュータが
扱う情報の最小単位である。bit 数が大
きければ大きいほど、処理できる情報量
が多くなり、多くの処理を CPU で実行
できるようになる。そのため、単純に
32bit よりも、64bit のほうがより高性
能な処理を行うことができる。
　また、ハードウェアの観点でも環境を
考えてみる。CPU は常に高性能化し続
けており、CPU の処理能力を十分に活
用するためには、メモリも大容量が必要
になってきている。
　このメモリという観点も、32bit/64bit
の環境を考えるうえでの重要なポイント

になる。なぜなら Windows の OS では、
bit 数やエディションによって使用でき
るメモリ容量に上限が決まっているから
である。
　 標 準 的 な 32bit の Windows OS と
64bit の Windows OS のメモリ上限を
比較してみる。

【32bit Windows OS の最大メモリ】
Windows 8 Professional 32bit：
メモリ上限 4GB

【64bit Windows OS の最大メモリ】
Windows 8 Professional 64bit：
メモリ上限 512GB

　このように同じ Windows 8 でも、bit
数の違いによって使用できるメモリの上
限に大きな差がある。

・32bit Windows OS
　32bit の Windows OS では通常、メ
モリは 4GB までしか使うことができな
い。OS 等で使用する部分を除くと、実
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トは、前述したようにメモリを最大限に
活用できるという点になる。
　32bit アプリケーションが WOW64 で
実行できるとはいえ、メモリ使用の上限
は 32bit に準じているので、互換動作で
は 2GB 程度のメモリしか使用すること
ができない。それに対して、64bit アプ
リケーションのメモリ使用の上限は
8TB まで拡張されている。（もちろん端
末に搭載されているメモリ容量には依存
する。）
　例えば、32bit アプリケーションでは、
メモリが足りなくなった場合、ハード
ディスクの領域を使って回避したり、必
要に応じてロードしたりするなどの効率
的でない処理実行となってしまう。一方、
64bit アプリケーションでは、十分なメ
モリさえ搭載していれば、すべてメモリ
内で操作することができるので、CPU
を活かした処理パフォーマンスを期待す
ることができるということになる。

2.�Delphi/400の64bit
アプリケーション開発

　前章までは 64bit についての一般的な
考 察 を 行 っ て き た が、 こ こ か ら は
Delphi/400 のアプリケーション開発に
ついて説明する。
　Delphi/400 ではバージョン XE3 か
ら、64bit アプリケーションも簡単に開
発できる機能を実装している。（もちろ
ん、これまでどおり 32bit アプリケー
ションの開発も可能である。）
　Delphi/400 での 64bit 開発では、コ
ンパイル機能を切り替えるだけで 64bit
アプリケーションを生成することができ
るようになっている。
　つまり、開発者は 64bit アプリケー
ションとしてのプログラム考慮や知識は
ほとんど必要がなく、Delphi/400 側で
開発を制御してくれる。そのため、作成
したプログラムを 32bit/64bit どちらの
アプリケーションとしてコンパイルする
かを選択するだけで開発することができ
る。
　それでは、以降から Delphi/400 の優
れた 64bit 開発環境・手法について詳し
く説明する。

用のランタイムが用意されており、これ
を利用することで、32bitアプリケーショ
ンでも 64bitWindows 上で実行できる
ようになっている。【図 3】
　WOW64 は、32bit 端末から 64bit 端
末へ移行するにあたって、非常に重要な
システムだと言える。

・Delphi/400 のモジュールコピー
　しかし、ここで気をつけておかなけれ
ばならないのは、WOW64 はあくまで
Windows の 32bit 用ランタイム（実行
環境モジュール）なので、Windows 以
外のソフトやアプリケーションのランタ
イムは含まれていないという点である。
　Windows 以外のアプリケーションの
ランタイムについては、WOW64 で用
意された \Windows\SysWOW64 とい
うフォルダーに必要なモジュールをコ
ピーする必要がある。
　例えば、XE3 以前の Delphi/400 を
64bit 端 末 で 実 行 す る 場 合 に は、
Delphi/400のモジュールをSysWOW64
にコピーする。
　Delphi/400 で必要となるモジュール
は、Delphi/400 Configuration 画 面 に
ある DLL Information というタブです
べて確認できるようになっている。ここ
に表示される System32 フォルダーの
dll を、32bit 端 末 か ら SysWOW64 に
コピーするだけでよい。【図 4】

　最後に、もう 1 つ注意点を記しておく。
32bit ア プ リ ケ ー シ ョ ン は、 こ の
WOW64 によって 32bit、64bit どちら
の端末であっても使用することができ
る。
　しかし、64bit アプリケーションは、
32bit 端末では互換実行することができ
ないので、アプリケーションの使用には
注意が必要になる。【図 5】

1-3. 64bitアプリケーションの利点
　32bit アプリケーションが互換動作す
るのであれば、64bit アプリケーション
より便利と考える方も多い。実際に
32bit/64bit 端末が混在する運用環境で
は、それも正しい選択になる。
　それでは、64bit アプリケーションの
メリットについて、考えてみよう。
64bit アプリケーションの最大のメリッ

質 3.25GB 程度になる。最近の端末は大
容量のメモリ拡張ができるようになって
いるが、32bit の Windows OS を使用
する場合、たとえ 100GB のメモリを搭
載しても実際には 4GB しか利用するこ
とができない。【図 1】

・64bit Windows OS
　これに対して、64bit の Windows OS
では同じ Windows 8 でも 512GB 使う
ことができるため、スペックとしては、
最大 128 倍のメモリを使用することが
でき、スペックの差が歴然としている。

　ただ現状では、メモリが 4GB 搭載さ
れていれば、それなりに高スペックな端
末であるため、64bit を採用しなければ
運用できないということはほとんどな
い。そのため、現在は 32bit と 64bit を
選択できる移行段階にあると言える。

1-2. 32bit互換機能WOW64
　ここまで 32bit と 64bit の Windows
環境の違いを説明したが、アプリケー
ションについても考察する。
　現時点では、まだ 32bit アプリケー
ションが多いということを述べたが、そ
れでは 64bit Windows を使う場合、こ
れまで使用していた 32bit アプリケー
ションがまったく動作しないのだろう
か？
　実は、64bit Windows 上でも、32bit
アプリケーションは互換で動作すること
ができる。例えば、32bit 端末で使用し
ていた Delphi/400 のアプリケーション
は、64bit 端末でも実行することができ
る。【図 2】

・WOW64
　その理由は、64bitWindows に搭載さ
れ て い る「WOW64（Windows 32bit 
emulation on Windows 64bit）」と呼ば
れる、32bit アプリケーションを互換実
行するためのシステムのおかげである。
　64bit アプリケーションは、もちろん
64bitWindows 上で実行することはでき
る。一方、32bitアプリケーションは通常、
64bitWindows 上では実行することはで
きない。それでは 64bit 端末を誰もが敬
遠してしまう。
　そのため、この WOW64 では 32bit
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なってくる。
　Delphi/400 では、64bit アプリケー
ションが開発できるだけでなく、32bit
アプリケーション、64bitアプリケーショ
ンを同じプログラムソースで管理するこ
とができる。そのため、同じアプリケー
ションを 32bit 用、64bit 用に重複開発
したり、煩雑なプログラム管理も必要が
ない。
　Windows の 32bit/64bit 環境の移行
段階にある今、Delphi/400 のスマート
な開発手法は、開発者がこうした環境に
対応するための最適解の 1 つと言えるだ
ろう。
　本稿では、64bit 環境・アプリケーショ
ン、そして Delphi/400 での開発手法に
ついて説明してきたが、皆様の今後のシ
ステム開発や環境検討の一助になれば幸
いである。
 M

を 64bit 化するためには、64bit でコン
パイルができるプログラムが必要であ
る。そして、コンパイルのためには、プ
ログラムソースおよび 64bit に対応した
コンポーネントが必要となる。
　つまり、市販で購入したコンポーネン
トやフリーのコンポーネントを利用して
いる場合には、それらのコンポーネント
の対応状況を確認する必要がある。

（Delphi/400 XE3 ではコンポーネント
も 64bit に対応している。）
　また、BDE 関連のコンポーネント

（Table や Query 等）は 64bit には対応
していない。そのため、dbExpress の
コンポーネントに変更する必要があるの
で注意してほしい。

2-2.  64bitアプリケーション開発 
環境の考慮点

　最後に、Delphi/400 の開発環境につ
いて触れておきたい。Delphi/400 バー
ジョン XE3 では、開発環境として 32bit
端末、64bit端末のどちらでもインストー
ルすることができる。
　その開発環境の詳細を、32bit 端末、
64bit 端末ごとにまとめた。【図 10】
　ここで、前述したが 64bit アプリケー
ションは、32bit 端末では実行すること
ができないことを再度、思い出してほし
い。つまり、32bit 端末で 64bit アプリ
ケーションを開発する場合、コンパイル
までは可能であるが、アプリケーション
の実行およびデバッグはできない。
　そのため、32bit 端末で 64bit アプリ
ケーションの開発を行う場合には、テス
ト用に 64bit 端末が必要となるので注意
してほしい。なお、テスト用の 64bit 端
末があれば、リモートでのデバッグも可
能である。

3.まとめ
　現時点では、まだ 32bit アプリケー
ションでの開発・運用が一般的であるが、
今後開発されるアプリケーションは、こ
れまで以上に便利になり、より多くの画
面項目で大容量のデータを処理するよう
に進化していくことが予想される。そう
したアプリケーションを十分なパフォー
マンスで動作させるためには、64bit 環
境に対応したアプリケーションが必須に

2-1. 64bitアプリケーション開発手法
　Delphi/400での64bitアプリケーショ
ン開発では、特別なプログラミング知識
や開発方法は必要ない。Delphi/400 で
開発経験がある方であれば、従来のアプ
リケーションとまったく同じ方法で開発
することができる。【図 6】
　開発したプログラムをそのままコンパ
イルすれば、従来通りの 32bit アプリ
ケーションが完成するが、64bit アプリ
ケーションを開発する場合には、ここで
別のコンパイル操作を行う必要がある。
　具体的には、開発環境のプロジェクト
マネージャで右クリックを行うと「プ
ラットフォームの追加」が選択できるの
で、「64 ビット Windows」を追加する。
そしてコンパイルを行えば、これだけで
64bit アプリケーションが完成する。 

【図 7】
　もちろんプロジェクトマネージャで

「32 ビット Windows」を選択して切り
替えれば、いつでも同じプログラムソー
スから 32bit アプリケーションを生成す
ることができる。同じプログラムソース
で管理できるので、非常にスマートな開
発と言える。【図 8】
　Delphi/400 で開発した 64bit アプリ
ケーションは実行しても、画面の見た目
で64bit/32bitを判別することは難しい。
　確認したい場合には、タスクマネー
ジャーでアプリケーションのプロセスを
参照すれば、64bit アプリケーションで
あることを判別することができる。 

【図 9】
　同じプログラムソースからコンパイル
したアプリケーションでも、「32 ビット
Windows」でコンパイルした EXE は

「（32 ビット）」と表示される。これは、
WOW64 で互換動作していることを示
している。一方、「64 ビット Windows」
でコンパイルした EXE は「（32 ビット）」
の部分が表示されないので、64bit ネイ
ティブで動作していることがわかる。

　以上が、Delphi/400 での 64bit アプ
リケーションの開発手法である。
　もちろん 64bit 開発上での注意点がな
いわけではない。
　Delphi/400 では 64bit コンパイル機
能によって、アプリケーションを生成し
ているので、例えば、既存のプログラム
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